






要約:昨年度,我々は川崎病の急性期 2ヵ月間に胸部レントゲン写真,心電図,断層心エコー

図上異常を認めなかった 955例の遠隔期成績について報告したが,今回,さらに追跡調査を

行った。急性期に心血管障害を認めなかった症例に,その後,異常が出現する可能性はきわ

めて低く,急性期から 2年間繰り返し行った諸検査が正常であった症例については,経過観

察期間中に心血管障害を来たした例はなかった。このような症例については,発症後 2年以

降は定期検査に間隔をもたせてよいと思われる。 


